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研究成果の概要（和文）：本研究では、戦争と災害の記憶の保存と展示について東アジアの事例を比較検討し
た。ダークツーリズム研究が始まった西欧では、戦争や災害における人の死はユダヤ＝キリスト教的な死生観に
基づくことが前提として分析が行われてきたが、儒教的・仏教的な死生観を持つ東アジアでは西欧的なダークツ
ーリズムの枠組みをそのまま用いることはできない。植民地からの独立戦争や革命戦争という戦争の記憶や、東
日本大震災や四川地震の記憶など個別の記憶と集合的な記憶がどのように博物館などで展示されるかという事例
を通して、本研究ではどのような分析枠組みが可能であるかを探求した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to examine a process to be saved and 
exhibited the dark memory of wars and disasters in museums by comparing East Asian cases; Japan, 
China, South Korea, Taiwan, and Vietnam. The concept of dark tourism occurs in the West, therefore 
the perspectives often depend on Judeo-Christian tradition. On the other hands, the East Asian view 
of death still has some influence on Confucianism, Buddhism and Taoism, despite modernization and 
globalization. It is necessary to explore another analytical framework of dark memory like 
revolutionary wars and recent earthquake disasters, which are specific phenomenon in East Asia.  
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キーワード： 戦争　観光　記憶　博物館　震災　東アジア

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、戦争観光とナショナリズムの分析において多文化共生の視点を取り入れたことである。現代社
会では、多様な文化的背景を持つ人びとが暮らすゆえに、一方的な被害者であることを語ることはできず、ま
た、被害者を一枚岩的に見なすこともできない。従来の観光には往々にして植民地主義的な視点が内在し、見る
人＝欧米諸国の人びと／見られる人＝植民地の人びと、という固定的な図式が成り立っていた。しかし、現代で
は偏った展示をすればインターネットでたちまち世界中に広がり、批判の対象となる。本研究は、戦争や災害な
どのダークな出来事の保存と展示の在り方について東アジアの諸事例から明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
1．研究の学術的背景 
 21 世紀に入り、世界的に観光客数が増加するに伴い、観光研究の分野が多様化していった。
かつて観光研究の中心を占めていたのは経営学であるが、近年ではフィールドワークに基づく
社会学や文化人類学的な研究が増加した。また、従来の文化人類学や社会学における観光研究
は、フィールドワークの副産物として、現地社会の観光開発の影響などを単発的に分析してい
たものから、宗教的巡礼やナショナリズム、記憶など、従来の研究主題および他の研究分野と
交錯するような論考も増えた。さらに、2016 年にはアニメや映画の舞台を訪れる「聖地巡礼」
が流行語に選ばれたように、観光そのものも多様な側面を持つようになった。本研究は東アジ
アにおける戦争や災害などの負の記憶の観光資源化とナショナリズムの関わりに着目する。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、東アジアにおける戦争観光の分析を通して、ナショナリズムの多面性を明

らかにすることである。 
 一般的に近代戦争は、ヨーロッパにおいては植民地獲得戦争の一形態を成していたが、東ア
ジアにおいては植民地からの解放あるいは植民地化の危機からの脱却という側面を持つ。東ア
ジアの戦争の記憶や体験は、公的な歴史の一部を形成し、博物館や資料館などにおいて保存さ
れてきた。現在ではその一部は観光資源となり、戦争映画や戦争小説の流行にあわせて多様に
解釈され、消費されている。本研究では、このような東アジアにおける戦争の商業的な利用と
いう戦争の観光資源化を、文化人類学・地理学・宗教学・民俗学・政治思想史から学際的に考
察し、東アジアにおけるナショナリズムを分析する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は文献調査と実地調査を行い、以下の点を分析した。 
①政治的巡礼の特徴：宗教的巡礼との相違点 
 戦場と墓の聖地化、戦死者の英雄化、遺品や肖像の聖遺物化。 
②戦争の記憶の観光資源化 
 戦場と墓の観光資源化、戦死者や革命英雄の肖像の商品化、戦争博物館の大衆化。 
③ナショナリズムとノスタルジア 
 儒教的な「正義」の語りとナショナリズムの関係。 
 
４．研究成果 
（１）東アジアにおける「正義」の語りとナショナリズム 
東アジアにおけるナショナリズムと戦争観光を、「愛国」と「正義」の語りと戦争の展示から

分析した。東アジアの戦争の展示における「愛国」の語りは、排他的なナショナリズムという
よりは独立を勝ち取るための人として正しい道を歩んできたこと、すなわち、儒教的・道教的
な「正義」という意味が強い。これは、植民地からの独立戦争・解放戦争であったという戦争
そのものの特徴を反映していると同時に、「正義」の戦争であったと語ることによって、現政権
の正当性を証明しうるという側面を持つ。そのため、「愛国」や「正義」を語ることが狭義のナ
ショナリズムにつながることがある。東アジアにおける戦争観光を論じるもう一つの切り口は
ノスタルジアである。「正義」のための戦争であったことは、その時代が正しく美しいものであ
ったという記憶と結びつく。戦争というダークな体験でありながらも、そこにノスタルジアが
垣間見られるのは、格差が拡大するグローバルの時代に生きる人びとが現状に不満や不安を抱
いているためでもある。美しい過去という幻想は、ナショナルな記憶と不可分に結びつくこと
を明らかにした。 
 
（２）戦争の記憶とノスタルジア 
文化人類学科分科会「ノスタルジアとナショナリズム：東アジアの戦争観光比較から」（代表：

山口睦）というタイトルで、中国・韓国・台湾・日本の戦争観光をノスタルジアという側面か
ら分析し、ナショナリズムの多面性を明らかにすることを目的とした。具体的には、現代の東
アジア諸国における戦跡や植民地支配の遺産が観光資源として成立した過程を描き出し、そこ
に存在するノスタルジアとナショナリズムの動きを分析した。楊小平は、広島の原爆ドームを
事例に「被害者」の語りから見る日本のナショナリズムについて考察した。金賢貞は、韓国に
おける日本統治下の建造物からみるナショナリズムとノスタルジアについて分析した。藤野は、 
戦後、政治犯を収容する監獄が人権文化園区として整備された台湾東部の緑島の事例から、白
色テロの被害者、関係者、観光客らの間で交差するノスタルジアとその敵対性を植民経験の重
層性から読み解いた。山口は、日本の平和／戦争博物館における零戦展示から 日本における戦
前へのノスタルジアを論じた。田中は、中国共産党ゆかりの地をめぐる紅色旅行（レッドツー
リズム）の拠点一つである四川省震災遺跡公園から現代中国のナショナリズムを論じた。  
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